
新
島
先
生
の
一
書
簡
に
寄
せ
て

去
る
五
月
二
十
七
日
名
古
屋
市
在
住
の
焚
橋
本

清
治
氏
^
^
^
^
^
細
^
学
奄
玉
1
外
^
建
発
、
常
懲

郎
^
凱
占
)
が
母
校
を
簡
さ
れ
、
知
人
で
あ
る
束

京
都
東
久
留
米
市
浅
闇
町
一
1
十
一
1
-
0
居
住
の

鈴
木
武
男
氏
が
明
治
二
十
年
当
時
新
島
先
生
よ
り
同

志
社
の
一
生
徒
で
あ
っ
た
同
氏
の
亡
父
に
あ
た
る
鈴

木
彦
馬
宛
の
轡
簡
を
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
漏
ら

さ
れ
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
当
時
の
事
情
と
内
容
を

紹
介
す
る
。
(
な
お
本
轡
簡
の
コ
ピ
ー
を
六
打
二
十

一
日
、
本
学
に
送
付
さ
れ
た
)

宅
ど
"
候
i
L
む
'
^

・
^
、
^
一
^
^
?
1
Z
き
^

ゞ
,
^
ー
、
商
が
?
1
Z
 
^

9
牝
、
1
 
毛
"
和
互
毛
J
ノ
タ

紗
'
契
誠
^
^
マ
・

'
・
A
 
r
 
丹
"
タ
一
^
t

^
>
、
1
P
卵
^
マ
Y
夕
f
1
气
マ

那
1
・
1
P
,
マ
七
夕
f
 
ハ
直

!
L
1
1
巳
,
;
ー

青
木
正
太

老
母
初
皆
々
様
二
よ
ろ
し
く
伊
セ
君
モ
互
シ
ク

去
二
日
荻
之
濱
ヲ
発
シ
三
日
函
館
安
着
六
日

同
港
出
帆
七
臼
午
前
九
時
小
樽
二
落
碇
同
日
午

后
二
時
半
札
幌
二
来
着
友
人
福
士
君
之
御
厄
介

二
相
成
渚
事
都
合
よ
く
X
氣
候
之
宜
シ
キ
ニ

笹
居
候
私
共
替
る
事
な
く
小
生
も
大
分
快
く
候

間
御
安
心
被
下
度
候
先
ハ
御
報
迄
如
此
候
也

(
注
)
老
母
は
新
島
先
生
の
丹
と
み
、
伊
セ
君
は
伊
勢
時
雄

(
横
井
時
雄
・
同
志
社
第
代
社
長
)
補
士
君
は
福

上
成
豊
の
こ
と
で
あ
る
0

労
の
結
果
岩
し
く
健
康
を
害
さ
れ
、
国
内
で
は
十
分

な
休
息
の
時
と
所
が
な
く
、
保
養
の
た
め
明
治
十
七

年
四
月
よ
り
十
八
年
十
一
月
に
か
け
て
欧
米
諸
国
の

膨
謬
を
試
み
ら
れ
た
が
、
健
康
製
の
徴
候
は

な
く
、
吋
国
後
も
京
都
看
病
知
学
校
、
伺
志
社
病
院

の
設
立
、
生
徒
の
徴
兵
猶
予
問
題
、
さ
ら
に
は
大
理

竺
あ
っ
た
同
志
社
大
学
設
立
凖
曾
九
め
東
奔
西

走
さ
れ
る
等
簡
題
が
次
々
と
山
粘
し
、
休
養
の
暇

も
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
年
の
夏
、
先
生
は
卦
静
養
の
た
め
北

蜑
に
沸
留
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
"
簡
は
、

同
年
六
月
十
一
日
八
重
夫
人
祠
作
に
て
京
都
を
出

発
、
神
P
よ
り
乘
船
し
て
枇
浜
街
、
陸
路
東
京
、
白

河
、
福
島
、
仙
台
に
赴
き
亘
心
社
の
分
校
と
で
も、

い
う
べ
キ
東
雄
学
校
の
開
校
式
に
出
席
さ
れ
る
)

伺
志
社
は
明
治
八
年
十
一
月
二
十
九
目
官
詐
同
占

社
英
学
校
と
し
て
開
校
後
、
新
島
先
生
お
よ
び
周
辺

協
力
者
の
努
力
と
各
方
面
の
理
解
と
支
援
と
に
ょ
り

幾
多
の
困
難
や
柴
尾
乗
り
越
え
て
洲
次
活
況
を
呈

し
、
明
治
二
十
年
に
至
っ
て
は
学
校
も
予
備
校
、
神

学
校
、
女
学
校
等
を
擁
す
る
学
園
に
ま
で
発
展
し
、

将
来
の
躍
祭
大
い
に
期
待
さ
れ
る
情
況
で
あ
っ
た

が
、
他
方
そ
の
問
先
生
は
多
年
に
わ
た
る
心
労
、
過

゛

過
語
コ

3、

ー
ー七

"

剛

.
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、
の
五
刀
ポ
、
新
・
捉
先
牛
の
泉

な
肖
像
¥
真
一
枚
か
編
集
部
,
列
に
届
け

れ
六
。

、

'

仕
に
^
じ
厶
n
^
」
4
・
^
川

、

島
氏
(
山
Π
県
H
水
町
一
 
1
,
ノ
一
厶
)
の
祖

で
あ
り
、
ま
た
昭
和
の
は
じ
め
頃
、

同
大
予
科
の
數
師
γ
し
て
お
ら
れ
九
、

金
居
仁
航
氏
が
永
ら
く
保
存
さ
れ
て
い

六
写
門
八
で
あ
る
。
<
、
皮
、
寄
岫
さ
れ
る

こ
と
に
な
う
た
の
は
、
小
笠
凍
氏
の
敏

え
子
で
あ
る
人
中
呂
子
氏
(
昭
和
四
十

七
刃
に
人
り
塩
釜
よ
り
.
冉
び
乗
那
、
牡
鹿
半
島
の
荻

ノ
浜
ホ
経
て
北
航
驫
け
、
津
軽
河
峡
を
通
り
七
刈

H
器
衝
(
篶
に
て
二
十
一
一
写
削
の
元
治
元
年

^
打
↓
川
Π
^
^
^
ヒ
刀
^
^
日
^
の
^
^
^
出
当

呼
を
し
の
ぱ
れ
る
)
さ
ら
に
六
日
同
港
出
帆
、
七
日

小
樽
若
、
同
Π
ジ
小
に
て
札
幌
肴
、
同
地
に
て
函
館

脱
出
"
多
人
の
援
助
を
受
け
た
人
、
一
璽
成
豊
(
旧

姓
応
士
屋
卯
と
L
U
 
の
出
迎
え
を
う
け
、
そ
の
厚
意

に
ょ
り
か
ね
て
準
曾
と
あ
る
借
家
に
玉
っ
て
旅
装

を
と
い
て
打
ち
く
つ
ろ
ぎ
、
か
つ
体
訓
も
爽
快
で
あ

る
様
子
等
を
、
轟
一
翻
家
の
下
僕
習
生
で
あ
っ
た

鈴
木
、
驚
(
沓
簡
所
蔵
者
の
父
に
あ
九
る
人
1
明
治

二
十
六
年
理
化
裳
陶
磁
器
兼
化
学
専
門
科
卒
業
)

・
誓
し
た
九
め
光
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
先
生
夫
妻
は
引
続
き
札
幌
に
淋
留
し
、
そ

の
後
八
刀
に
入
り
、
京
都
よ
り
海
外
脱
出
時
、
上
海

よ
り
乘
船
の
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ハ
ー
号
の
船
主
で
あ

.
＼ノ

り
、
第
二
の
父
で
あ
っ
た
ハ
ー
デ
ィ
氏
永
眠
の
電
桜

を
入
了
す
る
や
恕
し
み
の
余
り
先
生
の
従
康
再
び
悪

化
し
、
心
臓
に
苦
痛
本
寛
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
や

や
快
力
に
向
っ
光
の
で
、
先
生
犬
妻
は
九
月
十
四
日

札
幌
キ
辞
去
し
、
東
古
小
、
横
浜
、
神
P
を
経
て
十
月

一
日
京
都
に
河
着
さ
れ
九
。
(
社
史
史
料
縮
集
所
主
任

岡
年

^
い
^
^
^
i
,
寸
U
^
^
^
い
f
、
・
、
・
一
,
^
1
 
J

.

大
学
の
四
ヰ
ヨ
に
"
学
小
數
育
実
皆

で
母
校
へ
h
か
れ
た
と
き
に
、
「
珍
玉

な
も
の
な
の
で
、
ぜ
ひ
黒
社
裸
存

し
て
欲
し
い
」
と
託
さ
れ
、
こ
の
た
び

の
寄
賠
と
な
っ
九
も
の
で
あ
る
。

[
^
^
・
b
^
山
^
一
上
^
↓
"
^
^
^
じ
H
^
、
ゆ
才
^

名
刺
判
ほ
ど
の
人
き
さ
の
こ
の
窯
<
は

退
色
の
九
め
に
少
々
薄
く
は
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
当
時
の
新
島
先
牛
の
貨
重

な
一
枚
円
負
で
あ
る
。

ー
ノ
ー
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メ

f

同
士
讐
C
は
、
昨
秋
「
グ
ィ

ン
先
生
随
感
集
1
英
語
教
師
の

悩
み
と
喜
び
」
本
発
行
し
た
が

そ
の
後
各
方
血
か
わ
好
壁
」
い

六
だ
き
、
す
で
に
発
行
部
数
の

ほ
と
ん
ど
を
消
化
し
て
し
ま
っ

九
。
こ
れ
は
、
グ
ィ
ン
先
生
の

お
人
柄
を
物
治
る
も
の
で
あ
ろ

、
つ
0

こ
の
木
を
手
に
さ
れ
た
、
東

一
曇
住
の
同
窓
で
、
兀
同
志
社

評
議
員
の
都
留
俊
子
姉
か
ら
の

*
目
簡
を
こ
こ
に
掲
城
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

の
度
は
浅
沼
そ
の
子
さ
ん
を
わ
づ
ら
わ
し
て

グ
ィ
ン
先
生
の
御
本
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
九
ら

大
そ
う
御
親
切
に
し
て
下
さ
っ
て
、
早
速
に
貴
重

な
最
後
の
五
部
を
お
送
り
い
た
だ
き
、
誠
に
誠
に

あ
り
が
と
、
つ
ご
ざ
い
ま
す
。

な
つ
か
し
い
心
の
ふ
る
さ
と
1
母
校
同
志
社

の
恩
を
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。
卒
業
後
四
十
年

遠
く
離
れ
て
住
む
私
共
は
相
国
寺
の
鐘
の
音
や
、

御
所
御
苑
の
小
径
の
散
歩
や
、
チ
ャ
ペ
ル
、
神
学

館
、
図
書
館
等
の
建
て
も
の
を
思
い
受
る
だ
け

で
も
、
い
ろ
い
ろ
の
思
い
出
話
に
胸
ぎ
ー
ン
と

な
る
ウ
エ
ッ
ト
な
明
治
生
れ
の
人
間
達
で
ご
ざ
い

ま
す
。こ

の
よ
う
な
す
ぱ
ら
し
い
随
感
集
が
出
版
さ
れ

た
こ
と
を
、
東
京
の
人
達
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
ニ
、
三
人
に
声
を
か
け
た
だ
け
で
た
ち
ま

ち
に
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
伝
え
聞
い
て
注
文
を
受
け

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
も
は
や
時
す
で
に
遅
く
一

同
残
会
っ
て
お
り
ま
す
。

グ
ィ
ン
先
生
が
「
死
」
に
つ
い
て
書
い
て
い
ら

つ
し
ゃ
る
と
こ
ろ
は
何
・
拝
見
し
て
も
深
熊
激

を
覚
え
ま
す
0
 
お
送
り
下
さ
っ
た
御
本
は
く
じ
引

か
何
か
適
当
な
方
法
で
わ
け
ま
し
ょ
う
か
と
話
し

て
い
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
順
番
を
き
め
て
回
覧

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
私
共
の
ク
ラ
ス
だ
け

で
な
く
、
上
級
生
の
力
々
の
ク
ラ
ス
に
も
ま
わ
す

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
殊
に
、
私
の
一
年
上

級
の
昭
和
六
年
英
文
県
は
轟
時
代
の
担
任
が

グ
ィ
ン
先
生
で
い
ら
し
た
の
で
特
別
に
大
量
の
御

注
文
を
受
け
て
し
ま
っ
九
の
で
し
た
が
、
平
岡
先

生
に
も
直
接
お
願
い
し
て
、
ど
こ
か
に
残
っ
て
い

た
ら
ま
わ
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
と
、
浅
沼
さ
ん

に
お
頼
み
し
て
お
り
ま
す
。

あ
る
塒
瑚
に
ク
ラ
ッ
。
フ
、
ヒ
パ
ー
ド
、
ク
ィ
ン

の
三
先
朱
ク
ラ
バ
ー
ド
イ
ン
と
表
札
を
か
か
げ

て
共
同
生
活
を
な
さ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
共
は

仕
合
せ
に
も
、
こ
の
三
先
生
に
教
え
て
い
九
だ
き

ま
し
た
。
先
日
、
ヒ
バ
ー
ド
先
生
を
囲
ん
で
東
京

で
有
志
が
集
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
年
、
二
十
六

才
の
若
い
日
に
、
ヒ
バ
ー
ド
先
生
が
同
志
社
に
赴

任
な
さ
っ
た
時
は
、
美
し
く
脚
く
金
髪
も
房
々
と

し
て
、
キ
ビ
キ
ビ
と
充
実
し
た
授
業
を
し
て
い
た

だ
き
、
私
共
は
わ
づ
か
六
、
七
才
の
年
少
で
し
た

ず
い
分
こ
わ
く
人
人
の
先
生
と
見
上
げ
て
お

S
、

り
ま
し
た
0
 
そ
れ
が
、
今
は
、
背
も
腰
も
ま
る
く

小
さ
く
な
ら
れ
て
、
お
手
も
始
終
ふ
る
え
が
見
え

て
、
涌
々
し
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
っ
し
ゃ

る
こ
と
は
大
そ
う
お
兀
気
で
、
官
薮
帥
の
定
年
退
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